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 論文内・容要旨
 本論文の目的は、.r市場化以前及び初期段階において、革新的な技術を開発した企業が、標準化と知
 的財産を併用することで早期に市場を創出させっっ競争優位を確保するためのモデルを提示する」こと
 にある。
 第1章「序章」では、本論文の背景として、グローバル化する企業活動における、早期の市場創出・
 拡大のための標準化戦略の重要性と優位性確保のための知的財産戦略の必要性を述べた。特に、先端技
 術分野においては、研究開発の加理化に伴って、研究開発、知的財産権化、標準化が同時進行的に行わ
 れる中で、標準化と知的財産の個別的戦略に関する懸念が存在することを指摘した。こうした現状を踏
 まえ、標準化と知的財産を併用する新たな企業戦略モデルの必要1生を明らかにした。
 第2章「標準化と知的財産の意義と現状」では、標準化と知的財産の意義について、先行研究を踏ま
 えて整理を行うとともに、近年の標準化と知的財産を巡る環境の変化について現状を概観している.
 (1)市場化以前及び初期段階において、革新的な技術を開発した企業にとっては、早期に市場を創出・
 拡大するためのツールとして標準化を活用することが期待される。また、市場における競争優位を確保
 するため、発明、考案、ノウハウ等の知的財産の保護及び積極的な活用が必要である.
 (2)研究開発'の加速化に伴い、製品化後に標準化を行う事後標準から製品化より前に標準化する事前
 標準へと移行している。この中で、標準に知的財産権が含まれるケースが増大しており、標準化団体等
 においては標準化における知的財産権の取扱いルールが定められている。RAND条件やパテントプール
 等の活用が期待される。
 第3章「標準化と知的財産を巡る企業戦略における課題」では、早期に市場を創出するための知的財
 産のオrプン戦略及び競争優位を確保するための知的財産のクローズド戦略に関するトレードオフの
 問題について具体的事例、先行研究を踏まえて整理を行い、標準化と知的財産の個別的戦略に伴う懸念
6[
'
9
」
 r一一“『回一一
 一品6一
 。(9劉
 嶺)藪喫藤壷卿>qユ綱鵠>叢翼翼母語謝(o翻影(り聖奪'ラ蝉茸つ潅罷母一一a×ぞ謡乱(o用隠(り鷺隼
 '敬以(o妾'。9黙4褻器但9取⊃1環図形⑦妾'澱二～⊇9ゑ彰藪母年男騨(09目ユ留隼マσ鰹丁峯田N4
 9皐Ω.蝉二～⊇9ゑ裂コ導'・歯甥1>省員…4儲そし澱塊ゑ囲導母聖と響⑦>多。い>⊃lo蝿取。コ裂長亀翼罵1マ
 q諏¥欝濠草茜甥受験4q号謡(0醤暴～判形鷺9Q困》坪1・鵡互。(Z劉漁)藪,喫蝉董π9季騨開銅盤管禦
 母型騰鵬gq倒⊃醜そしき暢禦ユ皐》鯛滅識し敬以'9皐躰鯛29舟望軍翻取罫弱劃⑦彫碧⑦誹昂
 覧勲鰍翼9.巨團⊃1裂隼里土塁目尋羽・。(ラ翻嶺)9禦ユ皐さ1.巨…1蔽⊇1喚マ(り湯翻羽・本腰溜墾翼∠【:9諏;～辮中
 ⑦厚着饗覧コ藁。(1蜘漁)9喫ユ獄吏餌年導コ琳謙劃fコ喚以⑦用隠暫卑瞬古丸負璽翼9¢困⊃1馴辱:落
 。9象ユα懸(oi宿罪倒鱒弱首:。マ
 つ蛋響母躍酉}9q;～接禦ユ皐y9扉皐酵譲≦鋲学塊ゑqユqρ賛⊃lr葛弔↓騨影響」し皐伊～工蜘嶺(ε)
 。9ゑ⊃1囲層ヨ偉慢垂鰭5日晦。【・a取Ω.皐レゑ爵巌暑qン森蚤:7蜘漁
 。ゑ鳥目濠卑索蟄(o副Ψ警コ翻團～蝉9具翠箒劃母音撮火。翼蛸脚膨:9蜘漁
 。9ゑ音腱母型贈β囁(増到Ψ警⊃劇團Ψ9丹皐箒蚤取コ威劃:z朗漁
 。qマ黛工つ鴻離職璽蟷輿膨。9喫ユ畢》ゑ酵置母彫森劃二王罰嶺
 。隊つ鬘髭厚Gラ(∂正看つ!1;～丹。～号セ罷(o璽贈酵膨マ男誑蚤⑦@以9ゑ軍雲母騨目⑦(1)(z)
 。9禦ユ;～⊇9ゑ音励母覗軍図9手僻⊃懸卑し⊃瀞;～9喜皐¥雅・聯耳母鷺草⊃1
 騨歯噛甲コ;～⊇藪ゑ阻雄取廻籍5學膨;～瓢索劃措蝉蓑》マつ寡囲覆坐碧饗専～勲鯨目(04r遜注宰(1)
 。マつ嵩群覆4r去丑罰嶺蓑'
 畢面繋蛋⑦翼鮨鱒咲二～卑嶽蟄(09望マ管車影藪母酎劃宙聯GG具皐田n尋象留車曳蝉蓑畢望つ寡嗣濠彫鷺諏
 5鵬翼しユ丈僻⊃劇謝瞬雌ρ亙興糊♪留車ツ拳劒母竪製⑦主峯婁興し翠泣r薯欝⑦4法王」婁ラ影
 。9禦Ω.壷卿鰹婁謙(図r善…h⑦99以曾ゑ昔嬬縁
 珊劃場騨GG具皐¥罪・田鯵聖客車コ瞬古覧工σ甲コニ～⊇9ゑ宙掛員翼籍ら日疇マ琳森蚤曳蝉蒙畢螺つ甲
 『1尊母購碧諏騨接車曳ユσ鰹4つ。q諏qユ塊翠黙4彫組隊形十準じ口。⊃撰集臨羊嫁卵嘲首⑦妾㌧(o(P
 集9禦¢c塊皐蟹島罫D.q¢⊃用'壷牙(o;～⊇9ゑ笛星羅翼箱卿膨。¢つ濠2ン森蚤(o彫彰耳目'澱ユよ(舘
 ⊃1焔仔彫碧辮髪k由ll堅。q翅皐広口マ⊇管ゑ盟羊コ翻圓母音撮壁羽'珊i劉:?田隈笥単⑦瞬古～澱Ω.蜘嶺鱒昭
 回(o謝翼蛸鱒膨9ゑ舟車母型鷺?「♪諏劃壕ゑ早奪取鵬翼〉〕螺つ。螺皐ユ、抹卑賎遣ユMc⊃1獄隼9ゑ吝ヂ
 雛孕五感ナ告騨Q甲⊃1婆謝翼蛸騨鳴す…硅捏9国取¥癬客車αア⊃均♪森劃し判形盈母畢(りΩ.峯し～⊇(ε)
 。9功9百9・剛劇受享二～罷圭⑦曽翻珊珊劃母男誑蚤順禦蝉塁腫ゑ星目母珊森姦(o墾碧羅目
 t澱ユ…毎翼。9禦窪軍帽厚垣9ゑ簾田螺彫碧愚等搾1ユG甲⊃1号暫しつ星目到母¥韓鷺単(P瞳盲撃四}ンf一口〃
 ⑦翼鮨5日暗茸謡冨eつk4つ。9象ユ蓋車ユT9ゑ断翻濠弔揮♪劃9素り3コ巻隼～罪憧睾曽(o廻蛸廓膨('z)
 。9蝿取(二⊃1止罫(P去工4壱舞眺⑦暑目里諺車蝦コ暫最母鯛蟹⑦誹恥骨幾隅珊くムー必週到駁曳つ
 螺つ。藪喫Ω.@翠黛皐ユ蝉マ⊇藪具黒田鼻侵一き/・く×9ゑ阻劉聖'鵬翼廿日曳⊃.σ甲以二～⊇9ゑ肯鴻景螺
 一(o璽翼9qユ.つ阜吝}(o誹早。9禦ユ峰阜!⊃柵噂鷺隼(り晦古'罫lqK`一名(o畢碧身中⊃均♪森蚤(工)
 。マつ鱗舞ユqC⊃剛・董牙(図r垂垂蜘漁蒙Ψ障写場9取マ葛劇軽(0⊇しユつ妾。望つ⊃博ラ餉覆
 表1技術的性質によるSTDとIPの組み合わせ戦略
     戦略戦略番号技術的性質STD(標準)IP(知的財産)
    1用語・用例統一、安全性保証○×
    2計測・計量統一、性能比較手法確立、品質保証(基本・最低品質)、部品共通化、組織信頼性拡大○△     開放領域非開放領域3互換性維持(基本規格)・、相互接続性保証品質保証(高性能・高品質)、互換性維持(上位互換性)、作業共通化△○
    4'コア技術×○
 [記号の意味]
 STD:O選択すべきである、△:場合による、×:選択すべきでない
 IP:O非公開、△,:場合による、×:提供してもよい
 第5章「事例によるモデルの検証」では、事例をもとに標準化と知的財産の連携型モデルの有効性に
 ついて検証を行った。
 (1)対象としたのは以下の6事例である。ただし、ソフトウエア分野であるグリッド・コンピューテ
 ィングは、オープン化が前提となっているため、参照事例として扱った。
 ①「光触媒」(産業技術総合研究所)'
 ②「ナノカーボン(CNT)」(産業技術総合研究所)
 ③rナノカーボン(フラーレン)」(フラーレン関連企業)
 ④rダイレクトプリント方式」(ウォトプリンタ関連企業)'
 ⑤「マイクロFC」(燃料電池開発情報センター、産業技術総合研究所)
 ⑥「グリッド・コ.ンピューティング」(産業抹術総合研究所)
 文献調査やインタビューを通じてモデルに対する適合性及びモデルの目的(早期の市場創出、市場に
 おける優位性の確保)の達成度について、それぞれチェックを行った上で、各事例の有効性を検証した。
 (2)市場が既に創出している、「光触媒」及び「ダイレクトプリント方式」についてのモデルの有効
 性の検証結果は以下の通りであり、本モデルの有効性が一定程度示されている。
 ・「光触媒」
 光触媒の用途別の性能試験方法に関する標準化策定が進められており、その中でもTOTOと東大のセ
ブ
 ルフクリーニングの性能試験方法に関連する特許は無償開放されている。したがって、戦略2に適合し
 ている。TOTOは超親水性技術に関する基礎から応用に至るまでの強力な特許網を構築している。当初
 ライセンス先は一業種一社に限定されていたが、途中からライセンス条件の緩和に伴って徐々に関心を
 示す企業が増大した.光触媒市場は拡大されっっあり、TOTOの市場にお.ける優位性も確保されている
 ことから、本モデルの目的が達成されている。
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 論文審査結果め要旨
 先端技術分野における研究開発の加速化に伴い、革新的な技術を開発した企業は、新技術の迅速な実用化
 及び研究開発費の迅速な資金回収が必要である。そのため、標準化による早期の市場創出及び知的財産保護
 による競争優位の確保が事業戦略上重要となっている。しかし、技術を共有する標準化と技術を専有する知
 的財産保護の個別的戦略では、早期の市場創出と優位性の確保を同時に実現することはできない。本論文は、
 このような現状認識を踏まえて、市場化以前及び初期段階における、革新的技術分野の標準化と.知的財産を
 併用した企業戦略に関する研究結果をまとめたものであり、全文.7章よりなる。
 第1章は序論である。
 第2章では、標準化と知的財産の意義について、先行研究を踏まえて整理を行うとともに、近年の標準化
 と知的財産を巡る環境の変化について現状を概観している。
 第3章では、早期に市場を創出するたあの知的財産のオープン戦略及び競争優位を確保するための知的財
 産のクローズド戦略に関するトレードオフの問題について具体的事例、先行研究を踏まえて整理を行い、標
 準化と知的財産の個別戦略に伴う懸念を明らかにしている。そし七これに対応するため、標準化と知的財産
 を併用する新たな企業戦略モデルの必要性について指摘している。これは、第4章以下で検討を行うモデル
 を導く極めて重要な指摘である。
 第4章では、臨前章までの議論を踏まえ、革新的な技術を開発した企業が、早期に市場を創出・拡大させつ
 つ市場支配力を確保するため、市場化以前及び初期最階における標準の観点から分類した技術的性質年基づ
 き、標準化と知的財産の組み合わせに関する戦略を選択するモデルを提案している占具体的には、企業競争
 力への影響の少ない安全性及び性能評価に関する技術は標準化を優先させ、逆に競争力の中核となる互換性
 等に関する技術は知的財産保護を優先させるものである。モデルは可能な限り単純化されており、12の技術
 的性質を含み応用分野が広く、また、極めて斬新なものである。
 第5章では、提示された標準化と知的財産の連携型企業戦略モデルの有効性を検証している。先端的であ
 り我が国が中心的に研究開発を行っているマテリアル、メカトロニクス分野の5事例及びソフトウエア分野
 の1参照事例を対象とし、綿密なヒアリング調査に基づき、モデルヘの適合性を確認するとともに、モデル
 の目的の達成度について評価を行った、本章における調査分析は、モデルが一定程度有効に機能することを.
 明らかにするもので磨り、モデルの運用にあたっての戦略を検討す』る上での基礎となるものであり極めて重
 要な成果である。
 第6章では、標準化と知的財産の連携型企業戦略モデルの運用に当たっての戦略を考察し、モデルを有効
 に機能させるための標準化のタイミング、標準化関連人材、産業特性等を指摘している。これは、モデルに
 より設計されたルールを円滑に機能させ、成果を上げる戦略として重要である。
 第7章は結論である。
 以上要するに本論文は、革新的な技術を開発した企業が、市場化以前及び初期段階において、早期の市場
 創出及び市場における優位性の確保を目的とした標準化と知的財産の連携型企業戦略モデルを畢示し・その
 有効性を検証したものであり、これは、今後の我が国企業の研究開発成果の世界市場への展開及び産業競争
 力強化に寄与するところが大きく、極めて重要な成果である。
 よって、本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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